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平成29年第1回定例会　3月14日「一般質問」
問　当市の豊かな自然環境と食資源を活用し地域・
産業の活性化に繋げるために、児童受入交流事業を
進化させ、組織の自立を目指すべきである。地域づ
くり振興公社と地域復興支援員の活動で育てた友好
関係を大切にしながら、大人の体験受入事業を担え
る組織作りのために復興基金制度終了後も事業展開
できるよう検討すべきだがどうか。

答　地域復校支援員制度は、復興基金終了と合わ
せ平成 29 年度末で終了する予定である。その業務
はコミュニティ協議会や市の集落支援員に引き継
いでいく。

問　魚沼市の自然を PR し活用するための事業の
創出を検討しないか。

答　保護するもの、保護するエリアなど保全を進
める一方で、自然を活用し、人を呼び込む事業の
創出の今後具体化していきたい。

問　自然環境保全条例による「保護」だけでなく、
エコツーリズム推進法の趣旨に基づき、「自然環
境の保全」、「観光振興」、「地域振興」、「環
境教育への活用」の4点を実現するためにエコツー
リズム推進協議会を設置する考えはないか。

答　平成 29 年度には体験型観光商品の開発支援を
予定しており今後も自然とエコ盛り込んだ体験型
観光事業を強化していきたい。エコツーリズム推
進協議会の設立は、今後の検討課題としたい。

一般質問

　春の淡雪が何度か降る三寒四温が続き入学式の季節となりました。日頃より富永三千敏の議会活動にご指
導お力添えをいただき心より厚く御礼申し上げます。
　新湯之谷小学校校舎も完成し、子どもたちが新しい教育環境で元気に勉強しながら成長することを願います。
　29 年第 1 回定例会において新年度予算が議決されました。

１．人口減少問題対策
① 雇用創出、就業の場の確保
　ICT 推進事業　　　　　　　　　　　    957 万円
　農業者育成支援事業　　　　　　　     2,050 万円
＊中小企業設備投資応援補助金　　　　  2,100 万円
＊新規学卒者等地元定住就職奨励金　 　 1,250 万円
＊企業の人材確保対策　　　　　 　　　   650 万円

② 結婚・出産・子育て支援
　うおぬま出会いサポート事業　　 　　   435 万円
　妊産婦健康診断助成事業　　　　　　  2,662 万円
＊妊産婦医療費助成事業　　　　　　　    700 万円
＊保育料第２子以降無償化　　　　　　  6,640 万円
＊私立幼稚園教育支援事業 （第 2 子以降無償化）  765 万円

２．地域資源の活用
① 食のまちづくりの推進
　食でつながる元気なまちづくり推進事業　1,715 万円

＊健康づくり支援事業（健康ポイントカード事業）  172 万円
　誘客宣伝事業                 　　　　　   5,176 万円 
　体験型観光推進事業　　　　　　　　  1,752 万円

② 地域資源を活かした産業おこし
＊観光プラットホーム再構築事業　　     1,000 万円
＊インフラツーリズム促進事業　　　  　  293 万円

３．将来に向けたまちづくり推進
① 市民参画の推進とコミュニティの充実・強化
　地域交流支援事業　　　　　　　　　    878 万円
　住宅リフォーム支援事業　　　　　　  3,002 万円
　「魚沼市版コンパクトなまちづくり」の推進
　庁舎再編整備事業　　　　　　　   1 億  215 万円
　市道整備事業　　　　　　　 　    4 億 4,302 万円

平成 29 年度一般会計予算　262 億 4 千円 （前年比 24.7 億、8.6％減）
第 2 次魚沼市総合計画 前期基本計画に基づく平成 29 年度 重点施策関連の主な事業 （＊は新規）



富永三千敏 活動の概略

魚沼市議会の本会議映像がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
議事録もご覧いただけます。また、FM うおぬまのラジオ放送もされています。

月 日 曜日 内　　　容
　H29　　　　（1 月 31 日～ 3 月末）

1 31 火 産業建設委員会　傍聴
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2 木 庁舎再編整備特別委員会
2 木 福祉文教委員会　傍聴
15 水 総務委員会
15 水 産業建設委員会　傍聴
20 月 小水力発電勉強会
21 火 庁舎再編整備特別委員会
21 火 全員協議会
22 水 岩手県紫波町公民連携のまちづくり視察
23 木 平成 29 年第 1 回定例会　初日
24 金 平成 29 年第 1 回定例会
27 月 平成 29 年第 1 回定例会
28 火 インバウンドセミナー

月 日 曜日 内　　　容
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1 水 総務委員会
6 月 議会報告会実行委員会
7 火 湯之谷地区小出地区観光懇談会
9 木 地域医療対策特別委員会
13 月 庁舎再編整備特別委員会
14 火 平成 29 年第 1 回定例会
15 水 平成 29 年第 1 回定例会
16 木 平成 29 年度予算審査特別委員会
16 木 議会報告会実行委員会
17 金 井口小学校卒業式
21 火 平成 29 年度予算審査特別委員会
22 水 平成 29 年度予算審査特別委員会
24 金 全員協議会
27 月 平成 29 年第 1 回定例会　最終日

問　市のＨＰ内に文字情報を付していない PDF
ファイルがある。このため検索ができない。すべて
の文字のあるファイルは全て文字情報を付すべきだ
がどうか。

答　指摘のとおりである。今後は検索しやすいよ
うにしたい。

　東北大震災後、合併特例債延長法が成立し、当市の特例期間の５年延長が認められ、平成 31 年ま
でになりましたが、32 年度には合併算定分がゼロになり一本算定となって、地方交付税が減額され
ます。また、人口減少が続く状況であるため、税収増も見込みにくいと思われます。
　この厳しい環境を打開するため、観光交流人口拡大などの外貨獲得のため、人口減少対策や民間
活力向上などにより地域の元気回復を目指すべきところです。
　立場の違う市民が一丸となって、それぞれができることに取り組む必要があります。

平成29年 予算審査特別委員会での質疑の一部
問　観光プラットホーム再構築事業を掲載してい
るが、宿泊、飲食、農産物、体験、観光施設など
各分野の情報発信を一元化できる組織を設置する
ように観光協会や地域づくり振興公社と市が検討
するべきだがどうか。

答　様々な団体と調整が必要である。

平成27年までは決算額、28、29年は当初予算額（決算カードと予算書から引用した数値をグラフ化）
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市税 

市債

国庫支出金

歳入七大財源の推移

全市民の力で元気なまちを

市税の推移


